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【背景】 

疫学研究によりコーヒー摂取と様々な健康状態との関連が報告されている。今回、コーヒー

摂取と大腸がんとの関連を前向きコホート研究により評価することを目的とする。 

 

【方法】 

JACC Studyにおける 1988年から 2009年まで追跡した 58,221人（男性 23,607人、 女性

34,614 人）のデータを用いた。ベースライン後の 738,669 人年の追跡により、結腸がん罹

患 687人（男性 355 人、女性 332 人）、直腸がん 314人（男性男性 202人、女性 112人）が

観察されている。大腸がん罹患の有無に基づいて、ハザード比と 95％信頼区間を、コック

ス回帰により交絡変数を調整して推定した。 

【結果】 

結腸がんについて、コーヒー摂取が 1 日 1 杯以下の男性に比べて、1 日 2～3 杯のコーヒー

摂取をする男性で HR が 1.26 (95%信頼区間 0.93-1.70)、1日 4杯以上の男性で HR が 1.79 

(95%信頼区間 1.01-3.18)を示した。一方、女性では有意な関連は認められなかった。また、

男女とも直腸がんでは関連が認められなかった。 

【結論】 

JACC studyの解析結果では、男性においてコーヒー摂取は結腸がんリスクの上昇を示した。 
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